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●一社）北海道農畜産再生協会の取り組み

設立：平成２２年２月２２日

開発品による農業・畜産分野への発展貢献

第Ⅰ期：平成２２年～２４年度

畜産排泄物の「新団粒土」開発と展開

「飼料米」による畜産分野への普及と利用

第Ⅲ期：平成２９年度～現在

「春蘂柳」山林への育成開始

および獣害対策試験

第Ⅱ期:平成２５年～２８年度
環境省・農水省による委託モデル実証参加
「団粒土」による「春蘂柳」育成実証試験



＋

一般社団法人 北海道農畜産再生協会 春蘂柳の育林による森林整備 －３

●「春蘂柳」とは「どんな樹木」

＝春蘂柳
ハルシベヤナギ

●新樹木の特徴

・根がらみは単独根張り良く、地盤の強化敵
・生育速度が速く経済性が見込まれる
・靭性強度に優れ、木関連資材への応用性
・早生樹により防雨風、土砂災害の防止有効
・土壌劣後、水際、海岸線にも適応力がある
・抽出エタノール、セルロースの２次製品化

柳 竹

●「柳」に「竹茎」を接ぎ木→新樹木に
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●「春蘂柳」育林の活用と製品化イメージ

若い樹木は二酸化炭素の吸収率が高い

CO2
●環境保護に貢献

エタノールが豊富
乾物１トン当たり約２５０㎏

●化石燃料の代替

●チップ燃料から電気

●アパレル素材

●住宅用資材

※一般家庭の二酸化炭素量＝吸収量 約１５本

●セルロース
炭素繊維
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●日本の森林概要

日本の森林総面積 ［約２５７０万ha］

天然林：≒１３００万ha

人工林：≒１０００万ha

その他：≒２７０万ha

北海道の森林面積［約５５０万ha］

日本森林国土の１/4を占める

日本国土面積の約６８％

フィンランド

７２．９％

スウェーデン

６８．７％

日 本

６８．５％

世界主な国の森林面積

韓 国

６３．０％

ロシア

•４９．４％

カナダ

３４．１％
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●北海道内「春蘂柳」育成取り組み

千歳 育成地 砂川 育成地 美唄 育成地
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●「春蘂柳」の千歳育林状況（５年木）

樹高≒8.5M

１年半木の根がらみ

５年木 太さ≒２２㎝

３列 育林

地面から横枝が成長

１０月中旬頃に落葉



●砂川→育林の現状について
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旧山道（伐採林運搬道）

新芽を捕食 ゼオライト＋ヒトデ混合材
（散布中）

鹿道（山道に食害）

根元に散布
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●砂川育林地の情況

林 道

育林範囲

●林道沿いに食害
（植樹全体の▲２０％減）

●被害時期→冬季入り前・
雪解け、雪面上部の捕食

50

●２年木
（粘土質土壌による生育不良）
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●「春蘂柳」による獣害対策と育林

シカ道

シカ道

シカ道

鹿道ルートイメージ

「春蘂柳」育成イメージ

「春蘂柳」３列植えのイメー

ジゴルフ場外周部に植樹

ゴルフ場外周部に植樹

＜ゴルフ場「春蘂柳」イメージプラン＞

重点防護策実施

シカ道
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●「春蘂柳」による造林

100m

1ha 「春蘂柳」 5,000本＋300本≒5,300本 植えイメージ

＜1ha 造林イメージ＞
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外周部

外周部

密集栽培
（鹿進入防止対策）

外周部

「春蘂柳」の育成イメー
ジ




